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序章
【研究目的】
現在、幼児や児童の教育現場において、音楽劇
やオペレッタといった表現活動が数多く実践されてい
る。教育現場でのこのような活動は、多くの実践報告
がなされており、その中で教育的効果が経験的に確
認されていることは周知の事実である。また、その教
育的意義についての研究も多く行われてきたが個々
の研究が独立して存在しているので、それらについ
て総合的に捉えることが必要である。本論では第一
にこの部分について先行研究や多くの実践報告をも
とにまとめていく。
次に、幼稚園や小学校教員の養成校においても
教育目的で音楽劇やオペレッタといった活動が広く行
われている現状がある。この活動は当然、教育現場
で行われているので、教員となるものに対し準備段階
の意義も含め、教員養成課程で実践させておこなう
というねらいがあるはずだと考えられる。しかし、教育
現場と教員養成校の二者間で、教育的意義、目的、
方法などがどのように共通または異なっているのかを
明らかにした研究はほとんどされていないのが現状で
ある。よってそれを明らかにすることを本論の一番の
目的及び意義とする。
【研究方法】
まず、教育現場での実践報告を多く扱っている雑
誌「教育音楽」や「音楽教育実践ジャーナル」などの
資料から、音楽劇、オペレッタについてその教育目
的や内容について活動の実態を把握し、問題点や
教育的意義について検証を行う。次に、先行研究や
著書などの著述より、教育現場における音楽劇、オ
ペレッタの教育意義と、教員養成校における音楽劇、
オペレッタの教育的意義についてその違いを明らか
にしながら考察する。
第１章　教育現場における音楽劇、
オペレッタ
第１節　教育現場における音楽劇、オペレッタの概
要
まずは、前提となる音楽劇、オペレッタについての
共通認識について論じる。教育現場で使用されるい
わゆる音楽劇は、その語句だけでも、「オペラ」、「オ
ペレッタ」、「音楽劇」、「ミュージカル」等あり、その他
にもあげれば、「合唱ミュージカル（１）」、「シアターピ
ース（２）」、「歌物語（３）」など実に多様である。その中
でも特に「オペレッタ」、「音楽劇」、「ミュージカル」と
いう用語がよく使用される。各実践での取り組みは多
種多様であり、分類や使用意図においては、はっきり
と定義づけられているわけではない。本論においては
「音楽劇」という用語に統一して扱う（４）。
日本の教育現場における用語として、「オペラ」の
使用頻度は少ないが、高等学校の取り組みで本格
的なものには使われている。また、「ミュージカル」とい
う用語の使用が現在は増えてきているようだが、「ミ
ュージカル」は観客を意識したショーという意味合いと
大衆的なイメージが強いため、教育現場では芸術的
水準の高いイメージのある「オペレッタ」が使用されて
きたようである（５）。
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教育現場と教員養成校における音楽劇・オペレッタの
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次に、日本における教育現場の音楽劇の歴史に
ついて述べておく。幼児の音楽劇のさきがけとなって
いるものは唱歌劇であると言われている。その活動の
本質は「歌いながら体を動かすという人間の自然な活
動」とするならば、さらにその前身は唱歌遊戯である
といえるだろう。唱歌は、明治５年の学制発布に際し、
教材として組み入れられていながら「当分之ヲ欠ク」
として実質上学校では行われていなかった。明治７
年、愛知師範学校の校長である伊沢修二はフレー
ベル等の教育法を参考に、同校附属小学校にて唱
歌教育を行ったと報告が残っている。この報告には
「椿」、「胡蝶」、「鼠」の唱歌と、その遊戯法が記載
されていて、これが日本における唱歌遊戯の始まり
とされている（山崎：１９８５）。明治３０年代に入り、学
校教育が普及するとともに唱歌遊戯も定着していき、
運動会や学芸会などにも盛んに唱歌遊戯が行われる
ようになった。楽器の演奏に合わせて子どもたちが跳
ねまわる様子は当時の人々には目新しく映ったと思わ
れるが、伊沢が最初に唱歌遊戯を行ったときから、
厳格に子どもの動きを規定し教え込むというものであ
ったため、子どもたちの自由な動きや自由意思の入
る余地がないものであった。
さらに時代はくだり、大正８年２月の広島高等師範
学校附属小学校の学芸会で、日本において初めて
唱歌劇が上演され、その詳細が大正８年４月の「学
校教育」第６９号に紹介された（吉冨：２００２）。当時、
同校で唱歌劇の指導にあたった山本寿と小原国芳
（鯵坂）の両教諭で「学校劇」にするか「唱歌劇」に
するかという論争があったということで、唱歌遊戯より
は演劇的側面が大きくなったものの、「学校教育」４９
号の特集に掲載した小原の論文「学校劇について」
では、総合芸術としての学校劇（唱歌劇）の教育的
重要性を述べている（冨田：１９９８）。
これをさきがけとし、音楽劇は日本の教育の現場
に普及していったのである。
第２節　教育現場における音楽劇、オペレッタの実
践について
「教育音楽」での実践報告や出版されている既成
の音楽劇に見られるように、幼児から高校生まで劇を
伴う音楽表現活動は従来から盛んに行われている。
音楽劇の年齢構成、性別、授業内外、創作の程度、
発表形態などは様々であるが、多くの実践報告に共
通していることがたくさんあり、それは次のようにまとめ
られる。
１． 劇のテーマをはっきりとさせる
２． 教師、指導者が工夫を凝らし、子どもたちにど
のような活動をさせたいか目標を持つ（学校にお
けるいろいろな目標などを主体にする取り組みが
多くを占めている）
３． 教師は演出家にならない、フォローに徹し、提
案という形で携わる
４ 既成（６）のものを使用するときでも脚色やダンスの
創作などの工夫を取り入れる。子どもたちから自然
にわいてくるものを大切にする。
第３節 その教育的意義
演劇教育はドラマ教育とシアター教育の二つの方
向に分けて考えられる。ドラマ教育とは、人間教育の
要素が重要であり、広い意味での劇的な自己表現活
動のことを指し、上演することを目的とせず、個々の
活動経験に焦点を置くことをいう。シアター教育とは上
演が最終目的であり、芸術活動として高いものを目
指していることをいう（北川：１９９１）。日本における教
育のための音楽劇、オペレッタは２つの側面があるで
あることが多い。この点に留意しながら、音楽劇、オ
ペレッタの教育的意義について、実践報告の中から
考えていくこととする。
音楽劇の魅力とは何かを一言でいうとしたら、私は
「遊ぶ」楽しさだと思っています。「遊ぶ」という言葉に
何となく抵抗感があるかもしれませんが、子どもの頃、
映画やテレビの登場人物になりきって遊んだことを思
い出してみてください。物差しが剣になり、風呂敷が
覆面やマントになり、その剣や覆面を身につけその中
の人物になりきってしまう、そして主題歌などを思いっ
きり歌ったらもう最高の気分だったことを。（中略）
大切なことは、どれだけその役を愛し、その役を楽
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しむかということで、上手い下手が問題なのではあり
ません。現実と違う時間と空間の中に違う人物（人格）
を演じ、思いっきり遊ぶ、これこそ音楽劇のおもしろ
さであり、音楽劇の楽しみとは幼い日の「遊び」と通
じるものがあるといえます。
（中略） 日本の音楽教育では、せっかくいろいろ
な持ち味をもった生徒が集まっていても、それを生か
しつつ、みんなで一つのものをつくる楽しさ、充実感
等、一つの活動が全体につながっていくという有機
的な活動の経験は意外と少ないものです。音楽劇の
制作は「遊び心」をもとに、みんなで一つのものをつく
っていくことができ、しかも一人ひとりが光るという点
で非常に優れた教材だと思います。（教育音楽　音
楽劇初めての取り組み「さあ始めよう、音楽劇！」飯村
孝夫ｐｐ．１２－１３、１５抜粋）
ここでは、高校生への授業内での音楽劇指導に
ついての記事で音楽劇の魅力は「遊ぶ」ことだと述べ
られている。シアター教育よりも、ドラマ教育として音
楽劇を捉え、一人ひとりが光り、なおかつ参加してい
る生徒全員が有機的に一つにつながるということに
教育的意義を述べている。
一人ひとりの個性を生かしながら、音楽を通して自
分を表現できる活動（中略）音楽劇には、脚本があ
るため、音楽を表現するとともに、登場人物の生き方
を学ぶことができる。登場人物の生き方を考えて、そ
れを観客に伝えるということはすばらしい学習である。
（「音楽劇　計画練習発表まで」楠俊明ｐ．５６）
ここでは、観客に伝えることまでを学習ととらえたシ
アター教育的側面がある。他に、登場人物の生き方
を学ぶことで社会性の教育意義も述べられている。
オペレッタは、お話の内容や歌詞を手掛かりに、
心の中に容易に様々な思いをめぐらせることができま
す。そして、歌、朗読、せりふ、身体表現、効果音
づくりなどを役割分担するなかで、一人ひとりの個性
やよさを発揮でき、自己表現の意欲を高め、より表現
する楽しさに浸らせることができます。（「音楽劇　初
めての取り組み」細矢登志子ｐ．４０）
子どもたちは創作ミュージカルを通し、まず「まとまり
のある音楽の美しさ」を実感できるようです。普段取り
組んでいる活動を断片から構成要素とし、そのまとめ
方により想像以上に壮大な一つの音楽になることを実
感することは、その後の学習活動に大きな創意をもた
らし、関心意欲を増幅させる効果があります。また、
社会的、平和的なテーマを深く学習し、音楽的な要
素を通しながら自分の創意で表現していく活動を通
し、子どもたちがそのテーマをグローバルにとらえられ
ていることも私にとって大変な喜びです。いずれにせ
よ、子どもたちが様々な創造的活動を通して、豊か
な、美しい音楽に興味を持ってくれることを望みます。
美しさとは「生きる力」に他ならないからです。（「音楽
劇　初めての取り組み」海老原正剛ｐ．７１）
音楽劇は、子どもの創作意欲を高め、発表すると
きには表現技能を高めると実に効果的である。また、
音楽劇づくりは、台本をつくり、音楽をつくり、舞台で
の表現方法を工夫することで、一人ひとりの子どもの
持っている個性をさまざまな場面で生かすことができ
る。ひとつの目標に向かって、計画を立てて進めてい
くことは子どもにとっても、教師にとっても苦しいけれど、
楽しい学習である。（「音楽劇　初めての取り組み」
酒向貞子ｐ．８１）
このように多くの実践報告の中で、体験的に得ら
れた音楽劇、オペレッタの教育目的、意義をみるこ
とができた。その内容は、次の６つにまとめることがで
きる。
１ 子どもの表現は本来総合的なもの
子どもの気持ちのなかに、これは音楽、これは演
劇、これはダンスという区分はないので、それぞれを
実践するだけでは不十分なのであると考えられる。過
去に行われた幼稚園教育要領、保育所保育指針の
改定で「音楽リズム」と「絵画製作」がまとめて「表現」
となったことからも総合して教育する意義が存在す
る。
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２ 自分の得意なもので個性を発揮できる
音楽劇、オペレッタは総合的な表現活動なので、
歌が上手な子ども、ダンスの振り付けを考えるのが上
手な子ども、舞台道具をつくるのが得意な子ども、演
出するのが得意な子ども、それぞれ得意な分野でみ
んな活躍できる。これは、おもに発達が進んだ小学校
高学年以上の子どもに対しての教育的意義となる。し
かし、総合的な表現が求められつつも、個々の部分
ではそれぞれに得意なことを生かせるという、両方の
良い側面をもつことが、音楽劇、オペレッタの教育的
意義ともいえる。
３ はっきりした場面設定があるので表現しやすい
歌を歌う場合、その歌詞の内容を解釈して、場面
や情景を想像しながら歌うが、音楽劇、オペレッタの
場合はストーリーがあるので、その状況がはっきりして
いる。つまり、気持ちをこめて歌う学習がわかりやすく
なる。
４ 協力する気持ちをもつこと
多くの人数で発表を行うので、一人ひとりの協力な
しでは成功はありえない。しかも、その協力も全員が
同じことをやって協力するのではなく、一人ひとりが違
う役割をもっている。それが歯車のように噛み合って
初めて成功するのである。つまり、一人ひとりがかけが
えのない役割を持っている。最後に公演発表をした時
に、一緒に取り組んできたことの喜びを感じることが
できる。クラスの絆が高まったとする実践報告も多い。
５ 公開発表することで真剣に取り組む
公開するという目標があることで、取り組む意欲も
高めることができるし、公開を前提とすることで、ごま
かしやひやかしがきかず、真面目に取り組まねばなら
なくなる。ドラマ教育にはない、シアター教育における
教育的意義といえる。また、表現とは自分の主張が
ありその存在を示す証であるので、子どもたちもその
表現欲求を満たすことができる。
６ 自主性を発揮できる
子どもたちが自分たちで考え、動いてストーリーや
様々な表現をつくりあげるという経験ができる。
第４節 まとめ
この章では、教育現場での音楽劇について考察
してきたが、実際に行う上でスケジュール、音楽的
経験不足によるとまどい、キャスティング、どこまでを
創作とするか、教師及び指導者の介入など問題は
様々に起こると思われる。それでも、なぜこれほど多く
の現場で音楽劇公演が行われるのか、そこにはどの
ような教育的意義や目的があるのかを考えたときに、
第３節で述べたような教育的意義や、達成感といっ
たものがあるからである。次章では、その指導を行う
教員を養成する教員養成校における教育的意義に
ついて考察する。
第２章　教員養成校における音楽劇、オ
ペレッタ
第１節　教員養成校での音楽劇、オペレッタの概要
日本における教員養成を目的とする音楽劇、オペ
レッタの黎明期はいつからということになるのだろうか。
多くは紀要報告等の出典の確かな情報を総合すると
１９７０年代半ばから１９８０年にかけてということにな
る。現在、音楽劇は保育内容指導法「表現」の領域
で行われている。しかし、短期大学等の公開されて
いるシラバスなどより、過去、音楽劇を授業内で行っ
ていたのは多くは「音楽リズム」という内容の授業で
あった。
初めての幼稚園教育要領の中で「領域」という概
念、「音楽リズム」という内容が現れたのは、１９５６
年のことである。その後、１９６４年に第１次の改訂が行
われたが、１９８９年のいわゆる第２次改訂に「音楽リ
ズム」と「絵画製作」の二領域が「表現」となるまで３
３年間「音楽リズム」は、領域としてあり続けた。１９５
６年から１９７０年代までの２０年弱は「音楽リズム」が
教員養成校の音楽劇活動を誘因したというには長い
ように思われる。教員養成校の音楽劇・オペレッタ活
動に明らかに影響したと考えられる要因は次の３つで
ある。
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１ 「音楽リズム」をはじめとする６領域７）が、現場
に定着し、その実践が熟した。
２ その結果、多くの講習会が行われ（藤田妙子（８）
の活動など）、子どもの音楽劇の指導ができる教員
の必要性が現場から、教員養成校へと吸い上げ
られていった。
３ 劇団四季の「アプローズ」（１９７１）、宝塚歌劇団
の「ベルサイユのばら」（１９７４）の大ヒットなど、日
本のミュージカル人気の高まりがあった（９）。
以上のような背景をもとにして、多くの教員養成校
でも学生の教育目的のために、音楽劇を取り入れる
ことが広まっていった。
第２節　教育養成校における音楽劇、オペレッタの
実践について
音楽劇、オペレッタを内外で行っている教員養成
校のすべてを把握するに至らなかったが、研究を行
っている報告のある教員養成校を中心に実態を調査
した。括弧内は実施が確認されている年代である。
上田女子短期大学（１９７４～）
東京女子体育短期大学（１９７６～）
北海道女子大学短期大学（１９７６～１９９７）
生活学園短期大学（盛岡大学短期大学部）（１９７８
～）
岡山短期大学（１９８０～）
千葉経済短期大学（１９８６）
京都女子大学（１９９２－１９９３）
名古屋柳城短期大学（１９９４～）
大阪薫英女子短期大学（２００２～）
西日本短期大学
名古屋文化学園保育専門学校
山口短期大学
千葉大学
佐賀女子短期大学
四国大学
常葉学園短期大学
奈良教育大学
拓殖大学北海道短期大学
福島女子短期大学
熊本大学
大垣女子短期大学
鹿児島短期大学
文京女子短期大学
佐賀大学
大阪城南女子短期大学
国際学院埼玉短期大学
京都文教短期大学
埼玉純真女子短期大学
一宮女子短期大学
帝京学園短期大学
近畿大学九州短期大学
東九州女子短期大学
藤女子大学
青森明の星短期大学
山梨学院短期大学
九州龍谷短期大学
国学院女子短期大学
湊川短期大学
美作大学
兵庫教育大学
（順不同、２００８年調査）
どのような形態で行われているかというのは、発表
形態（授業内のみ、学校内、学校外公演）、創作か
既成かその折衷か、人数の規模、公演頻度、など
様々であるが、既成のものをほとんど使用しない（題
材のみ既成のものを使用しその他は創作という実践
報告は多くみられる）という点が多くの教員養成校に
おける共通項としてあげられる。
第３節 その教育的意義
教員養成校の音楽劇、オペレッタの教育的意義
については多くの先行研究が存在する。しかし、教
育現場での意義と混同し考えられ、その共通点、異
なる点が明らかにされてはいないようである。ここでは、
多くの先行研究を基に考察を行った。その結果、以
下の４点にまとめられた。
１． 前章で述べた教育現場における音楽劇、オペ
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レッタの教育的意義は、教員養成校にも共通す
る。
２． 教育現場の音楽劇、オペレッタは教育目的や
発達支援のためであり、教員養成では学生が身を
もって総合表現を体感し、教える資質を育てるた
めのものである。
３． 教育現場の音楽劇、オペレッタは、幼児であれ
ば普段口ずさむ歌を組み合わせる（ダンスだけは子
どもたちの創作にする）など、児童であれば地域社
会の伝承、社会事象などの身近な題材でなけれ
ば興味を持たせられないが、教員養成校では幼児、
児童に見せたり、一部分を実践させるための題材、
内容となる。
４． 幼児教育現場の音楽劇、オペレッタでは、「領
域は子どもの発達をみる窓口」であり、教科とは違
うため、領域ごとに個々に発達させるものではない。
よってそれらを総合したものである音楽劇、オペレ
ッタを教育目的として行ｧう。教員養成校において
は、音楽、絵画などの領域を分けて指導している
のが現状であるため、個々に教えたものを総合し
実践するために教育目的として行う。
以下、論述説明、研究論文などで、根拠を示し
ていく。
１については、すでに述べられた教育現場での実
践の教育的意義と全く同じ根拠である。これらについ
ては、中村ウメ（１９８１、１９８３）、北村恵子（１９８４、
１９８６、１９９８）、三木久栄（１９９５）などの多くの論
文で述べられているとおりである。
２については、幼稚園教育要領（２００８年改訂）の
第２章ねらいをみても、「この章にしめすねらいは、幼
稚園修了までに育つことが期待される生きる力の基
礎となる心情、意欲、態度などであり（中略）各領域
に示すねらいは、幼稚園における生活の全体を通じ、
幼児が様々な体験を積み重ねる中で相互に関連をも
ちながら次第に達成に向かうものであること」と示され
ている。ただし、これは幼児のためのものであって、
教員養成校の学生のものではない。だからこそ「保育
者としての基礎的な能力は、大学での理論と技術に
加え、実習において実践力を身につけることで、学
生たちは保育者へと成長していく（中略）、しかし、
現代の学生を取り巻く環境は、保育者以前の一人の
人間としての問題点を抱えている（中略）、学生がオ
ペレッタという実際の体験を通して学ぶことが望まれ
る（長根２００４）」というように、実践を必要とされてい
る。他にも「幼児・児童教育者の養成校においては、
知識や技術を習得することは大切だが、教育現場に
出された時に、これまでに得た知識や技術をどう使う
かは、実際に経験してみないとわからない。子どもた
ちと接しながら苦労して獲得していくことになる。その
工夫は創造であり、創造活動を経験することが重要
である。（桑原１９９８）」などがある。
３については、まず参考文献にあげた「教育音楽」
に地域の伝承、生活科や国語科の学習を基にした
環境問題をテーマにした実践例が９つ見られた。また、
丸山繁雄（１９８４）の実践、島田・安部・荒川・斉藤・
原・岡崎（１９８６）の文教短期大学付属幼稚園での実
践報告などもその例となる。教員養成校の実践は梶
山正人（１９８６）「はだかの王さま」（アンデルセン作）
の実践例をあげるまでもなく、１８歳の学生が自身の
芸術活動として音楽劇、オペレッタを行ったのでは、
それは教員養成と全く関わりのないものとなってしまう
ので、幼児、児童等に見せるためのもの、もしくは将
来現場で実践するためのものが必然的に中心となる。
４については、北村恵子（１９８４）、田中常夫（２０
０２）などで述べられている。そもそも当時の幼稚園教
育要領（１９５６～）の音楽リズムでは「感動したことを
伝え合う楽しさを味わう」、「音楽に親しみ、歌を歌っ
たり（中略）する楽しさを味わう」とありむしろもう少し幼
児の自発性を重視している面が見受けられる。しかし、
教員養成ではそうはいかず、技術や知識を身につけ
るために５領域（しかし「表現」という領域になったも
のの「音楽リズム」と「絵画製作」は分けて指導され
ていることは言うまでもない）をそれぞれに指導してい
るのが現状である。しかし、「保育者としての専門性
を一定水準まで身につけさせること、人間形成、人
格形成を図ること、問題を見つけだして、それを解決
している力や研究心を養うこと（北村：１９８４）」、「子
どもの表現活動には不可分であり、実践する保育者
はそれを念頭におかねばならない（三木：１９９５）」など、
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各領域の技術をまとめて実践する能力を必要とし、
音楽劇、オペレッタを教育目的としている。
第４節 まとめ
教員養成校での音楽劇、オペレッタの教育的意
義は、現場でのそれとは違う点もあった。それは教員、
保育者になる準備段階特有のものであるということが
できる。
終章・結論
子どもの音楽劇・オペレッタと、教員養成の学生の
音楽劇・オペレッタには同じように見えて違う教育目的
も存在している。
音楽劇、オペレッタを実際に上演するには、多くの
人の協力や、主役の子などの配役、時間的な問題
などたくさんの障害が存在することは多くの実践報告
が既に述べていることである。しかし、多くの実践報
告や研究論文の存在からも音楽劇、オペレッタの教
育的意義がそれだけ大きなものであるということの証
明になっている。
注
（１） 合唱を主体とするミュージカルの通称
（２） 舞台上での演奏行為以外に、劇場全体を多角
的に活用した作品。動き、場所の移動、楽器以外の
音や照明を使用するなどの視覚的演劇的効果が
使用される。Ｒ．Ｍｕｒｒａｙ Ｓｈａｆｅｒ（カナダ１９３３－）、
日本では柴田南雄（１９１６－１９９６）が有名
（３） 通常、既成の曲をつなげて物語性をもたせ新
たに構成したもの
（４） 本論では特別な意図がある場合を除き、以降、
音楽劇という用語に統一して使用している
（５） 歴史的にみると、オペレッタ、ミュージカルの定義
は異なるが、ここでは日本の音楽教育の現場での
使い分けについて述べている
（６） ここでは「既成」の定義をストーリー、音楽、台
本などのいずれかの要素が創作ではないものとす
る
（７） ６領域は、健康、社会、自然、言語、音楽リズム、
絵画制作
（８） 藤田妙子は作曲家弘田龍太郎の長女
（９） 日本のミュージカル史から導いた筆者論
【引用及び参考文献】
［音楽劇・オペレッタ・ミュージカルの音楽教育に関する
論文、著作］
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育における創作オペレッタの実践」生活学園短期
大学（盛岡大学）紀要３；ｐｐ．１２１－１４４
２． 中村ウメ（１９８１）「音楽を愛好する子どもを育て
る学生養成―オペレッタの実践から―」生活学園
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６． 北村恵子（１９８４）「創作オペレッタ実践の意
義－保育者の資質を高める音楽教育として―」上
田女子短期大学紀要７；ｐｐ．５１－６５
７． 北村恵子（１９８６）「幼児の創作オペレッタ実践
の意義―創造的音楽表現活動としての観点から
―」上田女子短期大学紀要９；ｐｐ．７１－８３
８． 北村恵子（１９９１）「幼児のオペレッタ作りにおけ
るドラマ教育的考察」上田女子短期大学紀要１
４；ｐｐ．２５－３５
９． 北村恵子（１９９７）「創作オペレッタの構成要素
に関する研究」上田女子短期大学紀要２０；ｐｐ．５
７－６７
１０． 北村恵子（１９９８）「幼児教育における表現活
動について―劇ごっこの実態調査をもとにして」上
田女子短期大学紀要２１；ｐｐ．５７－７２
１１． 北村恵子（１９９９）「創作オペレッタの構成要素
に関する研究 そのⅡ」上田女子短期大学紀要
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１４；ｐｐ．１３８－１４３
１５． 梶山正人（１９８６）「子供のためのオペレッタの
創作とその指導について―「はだかの王さま」（ア
ンデルセン作）の実践例―」千葉経済短期大学初
等教育科研究紀要９；ｐｐ．５１－５９
１６． 島田・安部・荒川・斉藤・原・岡崎（１９８６）「異年
齢児グループによるオペレッタ・劇・合奏―異年齢
間交流保育の一環として―」文教短期大学保育
科紀要５；ｐｐ１３９－１４９
１７． 白川和治・竹川武子（１９９３）「幼稚園における
表現教育について―１０年間のオペレッタ指導を
通して―」山梨学院短期大学研究紀要１４；ｐｐ．８
６－１０１
１８． 三木久栄（１９９５）「『こどものための創作オペ
レッタ』を通した総合的な音楽活動（１９９２～１９９
３）」京都女子大学教育学科紀要３５；ｐｐ．１０３－
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１９． 福井一・太田垣学（１９９８）「総合的表現教科
としての『ミュージカル』」奈良教育大学紀要４７；ｐ
ｐ．６５－７２
２０． 桑原雅子（１９９９）「総合芸術『創作オペレッタ』
実施の教育的意義と北海道女子大学短期大学
部初等教育学科における２２年のあゆみ」北海道
女子大学短期大学部研究紀要３６；ｐｐ．２０７－２１
７
２１． 飯田和也・安藤昌子（１９９９）「オペレッタ―『ね
ずみのよめいり』の創作から展開」名古屋柳城短
期大学研究紀要２１；ｐｐ．３１－４９
２２． 田中常夫（２００２）「音楽表現の中でのオペレ
ッタについて―幼児・学生の演じるオペレッタをと
おして―」一宮女子短期大学研究報告４１；ｐｐ．２
５３－２６４
２３． 近藤久美（２００３）「情操教育を導入した創作
オペレッタの取り組み」一宮女子短期大学研究報
告４２；ｐｐ．２６１－２７１
２４． 紙屋信義（２００３）「保育者養成における子ど
もミュージカル発表の実際―附属幼稚園での『こ
ぶとりじいさん』の実践を通して―」千葉大学教育
学部研究紀要５１；ｐｐ．３０７－３１１
２５． 長根利紀代（２００４）「保育者を目指す学生へ
の授業効果について―オペレッタを教材として―」
名古屋柳城短期大学紀要２６；ｐｐ．９１－１０７
２６． 豊田典子（２００５）「音楽理論を実践に結びつ
ける基礎技能科目『基礎音楽』での取り組み―器
楽アンサンブル・オペレッタ学習発表会を通じて―」
大阪薫英女子短期大学紀要４０；ｐｐ．１７－２７
［音楽劇・オペレッタ・ミュージカルに関する実践報告資
料］
２７． 「音楽劇　計画・練習・発表まで（教育音楽小
学版／中学・高校版別冊）」（１９９６／１０）音楽の
友社；Ｐｐ．１１８
２８． 「音楽劇　表現意欲を育てる指導法（教育
音楽小学版／中学・高校版別冊）」（１９９８／６）
音楽の友社；Ｐｐ．１１３
２９． 「音楽劇『生きる力』を育てる指導法（教育音
楽小学版／中学・高校版別冊）」（１９９９／６）音
楽の友社；Ｐｐ．１２１
３０． 「音楽劇　初めての取り組み（教育音楽小学
版／中学・高校版別冊）」（１９９７／１０）音楽の友
社；Ｐｐ．１１２
３１． 教育音楽中高版「＜中学特集＞創って表現
する音楽劇　総合的な活動の醍醐味」（１９９３／
８）ｐ．３４－４７音楽の友社
３２． 教育音楽小学版「＜特集＞オペレッタ活動で
変わるもの、引き出せるもの」（１９９４／３）ｐ．３６－
４７音楽の友社
［その他］
３３． 水谷光（１９８２）「保育内容　音楽リズム―初
歩の段階から進んだ段階への指導法」樹村房出
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版；Ｐｐ．１８８
３４． 北村恵子（１９９２）「ドラマ教育と創造的音楽
学習」上田女子短期大学紀要１５；ｐｐ．２３－３３
３５． 中村ウメ（１９８９）「幼児と表現（音楽）―パフォ
ーマンス教育―」生活学園短期大学紀要（盛岡
大学）１２；ｐｐ．２９－３９
３６． 冨田博之（１９９８）「日本演劇教育史」国土社
出版；Ｐｐ．２７７
３７． 吉冨功修（２００２）「日本音楽教育学会第３３
回発表『唱歌劇に関する山本壽と青柳善吾の論
争』」
３８． 民秋言（２００８）「幼稚園教育要領・保育所保
育指針の成立と変遷」萌文書林；Ｐｐ．１５１
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